令和８年度　いわて地域資源活用・地域連携サポートセンター
支援申込書
１　事業概要
	事業者名
	
	代表者名
	

	
	
	担当者
	

	住所
	

	電話
	
	FAX
	

	メール
	

	事業概要
(現在取り組んでいる事業を記入ください。)
	






	
	生産（一次）
	

	
	製造・加工（二次）
	

	
	販売（三次）
	

	
	設立年月
	年　　　月
	資本金
	円

	
	従業員数
	人
	（うち正社員　　　　　　　人）


２　希望する支援内容
自社の経営及び６次産業化に関わる課題や悩みなど、希望する支援内容を記入ください。
	希望する支援（〇をつけて下さい）
	①経営改善 ②新規事業 ③商品開発 ④販路拡大
⑤売り場改善 ⑥連携・マッチング ⑦雇用・人材育成
⑧補助金・資金調達 ⑨情報発信 ⑩その他

	内容
	













3　事業に関する質問

	① 5年後のビジョン・目標について、以下の質問にご回答ください。

	（１）５年後の定性目標・将来ビジョン
【例：このような会社・団体にしたい、●●ができるようになりたい　等】



	（２）５年後の定量目標
【売上高や利益の金額や増加率、従業員数や拠点数　等】





	② 現在の事業活動の課題感、本事業を通じて解決したいことを記入ください。

	



	③ 本事業における専門家（地域プランナー）派遣について以下の質問にご回答ください。

	（１）地域プランナーとの打ち合わせに参加し、取組をされる方のお名前・役職



	（２）支援時の地域プランナー訪問先住所



	（３）地域プランナーに相談したいこと







４ 必要資料（こちらの申請書とともに提出をお願いします）
①過去３か年分の財務資料（貸借対照表・損益計算書）
②納税証明書（県税に未納がないことの証明）
※PDFデータまたは原本郵送でのご提出をお願いいたします。
※提供いただいた資料の情報は支援の可否に関する検討のみに使用し、外部に流出・転用することはありません。

【提出先】
〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町1-9-1 仙台トラストタワー15階
株式会社タナベコンサルティング宛
（株式会社タナベコンサルティングはサポートセンター業務受託事業者です）
メールアドレス：shundo@tanabeconsulting.co.jp（春藤）nagatsuka@tanabeconsulting.co.jp（長塚）
　※春藤・長塚の2名宛に送付ください。
電話番号：022-262-1871


１　事業概要
	事業者名
	（記入例）
	代表者名
	代表取締役　佐々木●●

	
	
	担当者
	販売企画担当　佐々木○〇

	住所
	〒028-7111 岩手県八幡平市大更第○地割○-○

	電話
	0195-XX-XXXX
	FAX
	0195-XX-XXXX

	メール
	XXXX@XXX

	事業概要
(現在取り組んでいる事業を記入ください。)
	岩手県八幡平市を拠点に、夏秋トマト、ほうれん草、ねぎ、ブロッコリー、キャベツ等の野菜を生産している。地元直売所、JA出荷、量販店、飲食店向け販売を中心に事業を展開しており、一部では規格外野菜を活用した簡易加工品の販売にも取り組んでいる。

	
	生産（一次）
	夏秋トマト、ほうれん草、ねぎ、ブロッコリー等

	
	製造・加工（二次）
	カット野菜、野菜セット等

	
	販売（三次）
	JA、直売所、地域スーパー、飲食店への卸売

	
	設立年月
	2017年4月
	資本金
	5,000,000円

	
	従業員数
	9人
	（うち正社員4人）


２　希望する支援内容
自社の経営及び６次産業化に関わる課題や悩みなど、希望する支援内容を記入ください。
	希望する支援（〇をつけて下さい）
	①経営改善 ②新規事業 ③商品開発 ④販路拡大
⑤売り場改善 ⑥連携・マッチング ⑦雇用・人材育成
⑧補助金・資金調達 ⑨情報発信 ⑩その他

	内容
	現在は卸売中心の販売構成となっており、市場価格や出荷時期の変動によって収益が左右されやすいことが課題となっている。また、規格外野菜の有効活用や、自社の強みを活かした商品づくり、消費者への情報発信が十分ではない。今後は、野菜セットや簡易加工商品の開発、直売・飲食店・EC等を組み合わせた販路拡大、自社ブランドの発信強化を進めたいと考えており、そのための支援を希望する。





3　事業に関する質問

	① 5年後のビジョン・目標について、以下の質問にご回答ください。

	（１）５年後の定性目標・将来ビジョン
【例：このような会社・団体にしたい、●●ができるようになりたい　等】
地域の気候や自然条件を活かした高品質な野菜を生産し、地元だけでなく県内外の消費者や取引先から継続的に選ばれる農業法人を目指したい。また、生産だけでなく加工・販売まで一体的に取り組むことで、付加価値の高い経営を実現し、地域農業の担い手として雇用創出や地域活性化にも貢献したい。

	（２）５年後の定量目標
【売上高や利益の金額や増加率、従業員数や拠点数　等】
・年間売上高：現在 4,500万円 → 5年後 6,500万円
・加工・高付加価値商品の売上：現在 150万円 → 5年後 1,000万円
・従業員数：現在 9人 → 5年後 13人



	② 現在の事業活動の課題感、本事業を通じて解決したいことを記入ください。

	現在は青果の卸売販売が中心であるため、単価の変動や天候リスクの影響を受けやすく、収益が安定しにくい状況にある。また、規格外野菜の販売方法が限定的で、十分な付加価値化ができていない。さらに、消費者に対して生産背景や商品の魅力を伝える発信力が弱く、自社ブランドとしての認知向上が課題となっている。本事業を通じて、規格外品を含めた商品開発、販路の多角化、情報発信の強化を行い、収益性と事業継続性の向上を図りたい。



	③ 本事業における専門家（地域プランナー）派遣について以下の質問にご回答ください。

	（１）地域プランナーとの打ち合わせに参加し、取組をされる方のお名前・役職
佐々木 ●●（代表取締役）
佐々木 ○○（販売企画担当）
工藤 ■■（生産管理責任者）

	（２）支援時の地域プランナー訪問先住所
岩手県八幡平市大更第○地割○-○
いわて高原ベジタブル株式会社 事務所

	（３）地域プランナーに相談したいこと
・野菜セットや簡易加工商品の開発方法
・直売所、量販店、飲食店、ECを組み合わせた販路拡大策
・自社の強みを整理したブランドづくりと情報発信の方法
・規格外野菜の有効活用による収益改善策
・補助金活用や設備投資、人材確保に関する支援策



2

